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近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
i
ー
薇
多
・
弾
左
衛
門
専
管
礫
刑
公
役
の
未
刊
資
料
か
ら
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
井
（二）
貢
次
　
郎
目
　
次
端
緒
　
を
　
ー
　
碓
氷
関
所
・
関
川
関
所
と
関
所
破
り
と
擬
律
　
　
日
　
碓
氷
関
所
と
横
川
関
所
の
関
係
と
同
一
性
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
　
　
口
　
関
所
破
り
の
科
　
　
國
　
本
件
の
擬
律
　
2
　
資
料
〔
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
自
十
一
月
・
至
十
二
月
・
碓
氷
・
関
川
の
両
関
所
破
り
仕
置
一
件
（
帖
・
一
冊
）
〕
　
　
　
　
　
ー
以
上
・
前
号
（
第
1
7
巻
・
第
1
号
）
収
ー
　
3
　
関
所
破
り
処
刑
の
比
較
傍
証
資
料
・
文
献
（
東
海
道
仙
石
原
関
所
・
同
今
切
関
所
・
江
戸
の
礫
刑
な
ど
）
　
　
H
　
東
海
道
・
仙
石
原
関
所
除
け
・
山
越
え
・
傑
刑
の
例
と
行
刑
役
人
〔
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
事
件
〕
　
　
目
　
東
海
道
・
今
切
関
所
除
け
・
山
越
え
・
礫
刑
の
例
と
行
刑
役
人
〔
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
事
件
〕
　
　
日
　
江
戸
な
ど
の
礫
仕
置
と
行
刑
役
人
　
　
　
　
　
ー
ー
以
上
・
本
号
（
第
∬
巻
・
第
2
号
）
ー
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
　
　
　
3
　
関
所
破
り
処
刑
の
比
較
傍
証
資
料
・
文
献
（
東
海
道
仙
石
原
関
所
・
同
今
切
関
所
・
江
戸
の
礫
刑
な
ど
）
　
前
章
の
碓
水
・
関
川
関
所
の
両
関
所
破
り
仕
置
一
件
文
書
を
理
解
す
る
た
め
、
こ
の
章
で
は
．
こ
れ
を
補
う
意
味
で
、
比
較
傍
証
資
料
・
文
献
に
つ
い
て
老
察
を
重
ね
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
章
で
は
、
諸
資
料
の
う
ち
．
東
海
道
仙
石
原
関
所
・
同
今
切
関
所
お
よ
び
江
戸
の
刑
罰
史
な
ど
に
関
す
る
諸
書
・
古
文
書
な
ど
を
な
る
べ
く
原
文
の
形
を
損
わ
な
い
で
正
し
く
理
解
す
る
た
め
．
で
き
る
限
り
原
文
体
の
ま
ま
で
収
録
し
た
．
し
か
し
．
古
文
書
に
つ
い
て
は
．
解
読
の
便
を
は
か
つ
て
私
な
り
で
、
返
り
点
．
旬
読
点
な
ど
を
施
し
た
．
　
ラ
　
∞
∞
　
　
　
　
・
仙
石
原
関
所
除
け
・
山
越
え
・
礫
刑
の
例
と
行
刑
役
人
〔
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
事
件
〕
　
（
　
東
海
道
仙
石
原
関
所
（
相
模
国
足
柄
下
郡
仙
石
原
村
）
関
係
史
料
の
う
ち
で
．
天
保
十
｝
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
付
の
「
仙
石
原
御
関
　
　
　
　
　
（
i
）
所
山
越
一
件
」
を
次
に
示
そ
う
。
　
（
表
紙
）
　
天
保
十
一
年
仙
石
原
御
関
所
山
越
一
件
　
庚
子
五
月
（
A
・
甲
・
1
）
天
保
十
養
子
年
五
月
十
五
日
、
御
関
所
御
要
害
山
越
仕
候
者
人
別
帳
御
吟
昧
二
付
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
印
）
生
国
上
野
之
国
勢
田
郡
前
橋
村
・
宝
印
同
国
・
同
郡
・
同
所
生
国
奥
州
会
津
米
汲
村
・
宝
印
　
　
　
　
（
佐
久
）
江
戸
神
田
作
間
町
出
生
・
宝
印
出
生
房
州
・
所
不
二
知
申
一
、
幼
少
之
節
・
品
川
江
参
居
申
候
、
三
ヶ
年
修
行
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
…
口
申
口
、
　
　
　
　
（
祭
文
）
但
し
　
さ
い
も
ん
読
　
　
年
三
十
四
才
　
活
柳
　
　
年
廿
七
才
　
　
女
房
　
活
柳
・
弟
子
　
　
　
　
　
　
（
本
）
　
　
年
廿
三
才
　
　
岩
元
但
し
　
参
現
之
下
参
読
　
　
年
廿
六
才
　
　
善
教
　
　
年
廿
壱
才
　
　
女
房
轡
肇
才
　
竜
山
　
　
　
　
　
　
　
三
七
ミ
つ
の
は
る
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捕
）
右
六
人
之
者
共
．
五
月
十
五
日
御
・
要
害
山
越
候
二
付
．
同
鷺
・
御
関
所
様
6
早
速
・
取
方
二
御
出
被
〆
成
候
由
ヲ
・
早
々
・
村
役
入
江
御
沙
汰
御
座
候
蒲
御
取
方
御
役
人
申
様
方
．
定
御
番
人
・
石
村
五
郎
左
衛
門
様
．
御
先
手
・
原
沢
金
治
郎
様
・
富
永
啓
次
郎
様
、
外
二
当
村
6
村
筒
壱
人
．
　
御
召
徒
〆
四
人
御
出
被
〆
成
．
　
其
跡
・
御
関
所
様
江
追
々
・
村
筒
相
勤
申
候
処
．
同
月
十
八
日
・
御
厨
佐
野
村
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
ノ
ダ
泊
り
誌
．
夫
6
廿
獲
・
神
山
村
継
一
濡
．
御
殿
場
村
昼
認
メ
一
蒲
御
先
触
参
り
候
得
共
．
小
田
原
6
御
先
手
組
御
間
二
合
兼
候
故
．
当
村
江
嫉
　
仰
付
｝
村
筒
不
翻
残
罷
出
、
御
殿
場
村
江
参
り
、
御
取
方
御
役
人
と
同
道
為
識
堅
ゴ
仕
参
り
候
．
囚
人
山
篭
論
六
挺
．
此
人
足
拾
八
人
、
外
凱
雑
物
持
人
足
共
御
厨
人
足
皿
需
当
村
泓
持
越
．
廿
鷺
七
ッ
頃
．
当
村
　
蒲
講
取
．
囚
人
宿
・
長
安
寺
江
御
座
候
．
同
鷺
朝
・
於
晶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
）
御
関
所
卵
棚
囚
人
壱
人
宛
御
呼
出
シ
御
吟
味
御
座
候
．
　
同
灘
・
小
醗
原
濤
手
が
ね
御
持
参
論
御
同
身
方
御
三
人
御
出
被
冨
成
．
讃
璽
・
編
御
取
方
衆
御
弐
人
鱒
二
村
筒
九
入
．
其
外
当
村
申
不
“
残
．
宮
城
野
村
不
ゼ
残
参
り
、
両
村
役
入
立
合
昼
夜
番
仕
候
処
．
同
廿
一
購
・
小
田
原
6
御
物
頭
・
篠
窪
虎
之
丞
様
御
馬
顧
皿
御
召
御
出
被
〆
遊
候
．
御
先
手
組
小
頭
様
共
拾
人
．
御
召
徒
・
御
伸
間
拾
壱
入
．
〆
廿
壱
人
．
暮
六
ッ
時
頃
・
御
関
所
江
御
入
．
御
関
所
江
御
泊
り
．
馬
典
．
翌
廿
二
日
四
ヅ
時
・
右
囚
入
講
取
被
y
遊
．
御
引
払
二
相
成
申
震
。
一
．
湯
本
村
番
人
弐
人
．
廿
一
醸
参
り
、
そ
と
見
廻
り
為
ゼ
致
申
候
。
一
．
御
関
所
候
・
番
士
御
当
番
・
川
添
惣
之
助
様
．
定
御
番
人
・
石
村
五
郎
左
衛
門
様
、
同
・
杉
田
佐
右
衛
門
様
．
御
番
士
・
村
山
清
助
様
．
小
田
原
6
御
登
り
．
同
月
廿
譲
・
惣
立
合
誌
候
・
御
吟
味
被
〆
為
〆
在
候
。
一
、
同
日
五
ッ
時
頃
．
御
趣
法
・
山
口
栄
三
郎
様
．
小
田
原
β
御
出
被
〆
成
、
当
村
・
宮
城
野
村
両
村
江
手
退
無
〆
之
様
．
夫
々
江
御
世
話
被
遊
被
二
成
下
一
候
。
（
A
・
甲
・
2
）
　
　
　
御
注
進
次
第
一
、
仙
石
原
　
御
関
所
御
要
害
山
越
御
座
候
と
、
五
月
十
五
日
・
御
掛
様
江
凱
上
詣
御
届
ヶ
奉
命
上
一
候
。
一
、
右
之
山
越
六
人
、
廿
八
日
・
沼
津
宿
手
前
二
而
被
一
一
召
捕
一
候
次
第
、
御
掛
り
様
江
口
上
二
禧
御
届
ヶ
奉
篇
申
上
一
候
、
十
九
日
に
、
（
A
・
甲
・
3
）
　
　
届
書
之
拍
　
　
乍
〆
恐
以
書
付
一
御
届
ヶ
奉
南
上
一
候
御
事
仙
石
原
　
御
関
所
御
要
害
山
越
仕
候
囚
人
六
人
、
内
男
四
人
・
女
弐
人
、
今
日
昼
七
ッ
時
頃
・
仙
石
原
村
江
御
差
置
被
〆
遊
、
私
共
両
村
江
昼
夜
共
、
番
被
二
仰
付
㎜
候
二
付
奉
財
畏
、
役
人
共
附
添
、
小
前
之
者
共
代
々
仕
候
、
此
段
乍
ゲ
恐
以
書
付
一
御
届
奉
二
申
上
一
候
、
以
上
。
千
石
原
村
　
　
　
惣
役
人
連
印
宮
城
野
村
　
　
　
同
　
　
　
断
　
　
　
小
川
　
共
蔵
様
　
　
　
男
沢
茂
大
夫
様
　
　
　
小
立
　
順
助
様
（
A
・
甲
・
4
）
　
御
引
払
之
御
注
進
書
之
掬
　
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
－
口
三
九
　
　
東
洋
　
法
　
学
　
　
乍
〆
恐
歩
書
付
一
御
届
ヶ
奉
篇
申
上
一
候
御
事
去
ル
廿
一
霞
β
当
村
江
御
差
置
被
〆
遊
候
囚
人
六
人
．
書
付
一
御
届
ヶ
奉
二
申
妻
候
、
以
上
。
　
　
天
保
十
養
子
年
五
月
廿
二
臓
四
〇
今
廿
二
譲
四
ッ
時
・
御
召
下
リ
候
二
付
、
村
方
引
払
二
相
成
申
候
、
此
段
乍
〆
恐
以
二
仙
石
原
村
　
　
　
役
宮
城
野
村
　
　
　
同
人
連
印断
　
　
小
川
　
共
蔵
様
　
　
男
沢
茂
大
夫
様
　
　
小
立
　
順
助
様
同
月
廿
八
鷺
・
当
村
・
宮
城
野
村
両
村
惣
役
人
．
御
目
付
所
江
御
呼
出
シ
有
〆
之
候
難
山
越
え
様
子
御
尋
被
y
遊
候
処
．
御
尋
之
儀
鷲
．
当
村
．
喬
山
越
之
者
共
を
見
附
候
者
無
有
〆
之
・
御
尋
、
而
役
人
壱
人
吟
味
二
御
座
候
処
、
役
人
共
申
上
候
奮
、
於
一
当
村
藩
見
附
候
者
壱
人
茂
無
二
御
座
一
と
申
上
候
、
然
ル
処
・
御
関
所
様
6
山
越
之
者
有
〆
之
候
と
御
沙
汰
篶
よ
ぴ
相
驚
、
早
速
・
小
前
之
者
相
集
メ
、
あ
や
し
き
儀
見
聞
、
驚
よ
び
候
哉
と
申
候
得
共
、
壱
人
茂
無
識
御
座
皿
候
と
申
上
候
．
右
之
通
り
申
上
候
衡
両
村
・
廿
九
醸
・
罷
帰
り
申
候
。
其
後
・
六
月
十
四
田
・
惣
役
人
・
当
村
・
宮
城
野
村
両
村
御
呼
出
シ
有
〆
之
候
処
、
　
此
日
．
口
書
と
相
成
候
、
　
口
書
之
下
書
左
二
附
置
申
候
。
（
A
・
甲
・
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
石
原
村
　
　
御
吟
昧
二
付
、
乍
〆
恐
以
書
付
一
奉
南
上
一
候
御
事
当
村
御
関
所
ヲ
除
キ
由
越
仕
候
・
無
宿
・
活
柳
外
三
人
拝
女
共
両
人
、
被
〆
為
二
召
捕
一
御
吟
味
被
〆
為
〆
在
候
処
、
温
泉
筋
俳
徊
仕
、
去
月
十
五
日
御
関
所
七
・
八
町
手
前
6
左
之
方
江
這
入
・
山
越
候
段
・
奉
二
申
上
一
候
、
膏
其
節
・
私
共
一
同
怪
敷
儀
見
聞
お
よ
ぴ
候
儀
無
〆
之
哉
第
一
私
共
守
方
之
儀
ハ
、
兼
々
・
厳
重
被
二
仰
付
一
置
儀
も
御
座
候
処
、
右
様
之
儀
出
来
仕
候
段
、
平
蔭
等
閑
二
相
心
得
居
候
儀
と
御
察
問
之
上
有
躰
奉
二
申
上
一
候
様
被
〆
為
二
仰
聞
一
候
。
此
儀
・
去
月
十
五
・
六
日
頃
は
当
村
稲
作
仕
附
最
中
、
得
、
私
共
始
一
同
田
場
江
日
々
罷
出
居
、
夫
々
世
話
仕
、
御
要
害
之
内
見
渡
り
候
処
も
御
座
候
得
共
、
怪
敷
儀
見
受
候
儀
は
猶
更
・
一
同
何
之
心
附
候
儀
も
無
二
御
座
一
候
処
、
御
関
所
様
β
山
越
之
者
御
座
候
二
付
、
罷
出
候
様
御
沙
汰
二
付
、
私
共
一
同
相
驚
キ
早
速
・
小
前
共
相
集
メ
追
々
・
相
詰
、
御
番
士
様
江
相
伺
、
夫
々
御
差
図
ヲ
受
、
姥
子
辺
ヲ
始
メ
其
外
　
・
御
要
害
之
山
々
無
二
残
所
一
相
尋
候
得
共
、
　
一
向
相
知
レ
不
〆
申
、
　
彼
是
心
配
仕
候
内
、
　
同
月
十
八
日
・
沼
津
手
前
．
誘
修
験
之
者
四
人
．
女
両
人
被
ゲ
為
一
召
捕
一
候
趣
二
而
彼
等
申
口
一
薮
、
御
関
所
七
・
八
町
手
前
一
蒲
沢
水
二
添
参
り
候
由
、
右
二
付
、
同
所
見
分
仕
候
得
ば
、
往
環
道
・
字
・
大
窪
と
申
、
沢
有
〆
之
、
右
6
少
々
左
、
一
入
、
木
の
葉
ヲ
相
敷
・
相
休
ミ
候
様
子
も
相
見
江
、
金
沢
水
通
り
大
ヶ
獄
二
相
懸
リ
姥
子
江
罷
出
候
儀
二
も
可
グ
有
二
御
座
一
哉
一
羅
、
尚
・
御
沙
汰
、
一
寄
、
夫
々
・
御
〆
リ
薄
キ
場
所
等
御
〆
リ
筋
被
二
仰
付
一
、
尚
．
小
前
一
同
　
・
十
五
日
之
儀
、
篤
と
相
尋
候
処
、
右
様
不
『
容
易
｛
儀
出
来
候
上
者
、
全
ク
平
黛
申
談
薄
ク
守
方
不
二
行
届
｝
候
段
、
御
察
問
之
上
者
不
調
法
　
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
…
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
東
洋
法
学
至
極
奉
鼠
心
入
一
候
。
右
・
御
吟
味
喬
．
少
茂
相
違
不
一
申
上
一
．
　
　
天
保
十
一
庚
子
年
六
月
十
四
躍
以
上
。
四
こ
仙
石
原
村
　
　
役
人
御
麟
付
所
様
天
保
十
一
庚
子
年
六
月
仙
石
原
村
　
与
頭
　
嘉
兵
衛
　
同
　
　
田
左
衛
門
　
同
　
　
丈
右
衛
門
　
同
　
　
次
郎
左
衛
門
　
百
姓
代
　
清
　
　
八
小
川
共
蔵
様
男
沢
茂
大
夫
様
右
之
通
口
書
御
掛
リ
様
江
茂
奉
ニ
差
上
候
。
　
　
　
小
立
　
順
助
様
　
以
上
の
資
料
（
甲
類
）
に
よ
り
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
五
月
十
五
日
に
、
東
海
道
・
箱
根
山
の
仙
石
原
関
所
が
破
ら
れ
た
。
　
こ
の
事
件
の
犯
人
は
、
修
験
者
（
法
印
）
四
人
と
既
婚
女
二
入
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
人
別
帳
に
よ
る
（
資
料
・
甲
・
第
1
号
）
と
無
宿
と
な
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
生
国
な
ど
は
判
明
し
て
お
り
、
か
つ
て
人
別
に
登
載
は
あ
つ
た
が
、
犯
行
当
時
は
、
人
別
帳
か
ら
省
ぶ
か
れ
て
い
た
。
上
野
国
（
現
・
群
馬
県
）
出
生
・
法
印
・
活
柳
（
諮
才
）
は
、
　
「
祭
文
語
り
」
を
兼
業
し
て
い
る
、
下
層
芸
能
宗
教
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
野
国
出
生
・
活
柳
の
妻
・
ミ
つ
の
（
解
才
）
、
奥
州
・
会
津
（
現
・
福
島
県
）
出
生
・
活
柳
の
弟
子
・
法
印
・
岩
元
（
岩
本
・
邪
才
）
は
修
験
専
業
、
法
印
・
善
教
（
聡
才
）
は
、
修
験
者
で
は
あ
る
が
、
「
参
現
之
下
参
読
」
と
あ
る
か
ら
活
柳
の
祭
文
語
り
の
と
き
曲
師
な
ど
も
担
当
し
た
芸
能
の
補
助
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。
善
教
の
妻
・
は
る
（
餌
才
）
は
、
房
州
（
現
・
千
葉
県
）
出
生
・
修
験
の
道
は
三
年
修
業
し
て
い
る
。
善
教
の
弟
子
・
竜
山
（
嶋
才
）
の
計
六
人
で
あ
る
。
両
部
神
道
修
験
者
は
、
有
髪
の
宗
教
者
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
僧
侶
が
女
犯
の
禁
を
受
け
た
の
に
対
し
、
末
端
修
験
者
は
妻
帯
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
、
そ
の
妻
も
、
祈
疇
呪
術
に
補
助
者
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
祭
文
読
り
は
、
ま
た
「
で
ろ
れ
ん
祭
文
」
と
い
う
道
も
た
ど
り
、
説
教
節
と
も
関
係
し
て
い
る
。
　
山
越
え
の
六
人
は
、
箱
根
山
を
越
え
て
沼
津
宿
に
入
る
手
前
の
と
こ
ろ
で
、
五
月
十
八
日
に
召
捕
ら
れ
た
（
資
料
・
甲
・
第
5
号
）
。
こ
の
山
越
え
の
経
路
に
つ
き
、
仙
石
原
村
役
人
が
、
囚
人
の
口
述
に
も
と
ず
き
．
実
地
検
証
し
た
結
果
、
事
実
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
「
口
書
」
を
同
村
与
頭
・
四
入
、
百
姓
代
一
連
名
・
印
の
上
、
所
轄
役
所
役
人
・
三
人
連
記
宛
名
と
し
て
、
提
出
し
て
い
る
。
　
次
い
で
、
宮
城
野
村
・
仙
石
原
村
の
両
村
役
入
か
ら
目
付
所
に
提
出
さ
れ
た
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
付
の
「
仙
石
石
原
御
関
所
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
要
害
山
越
一
件
御
譜
書
弁
御
注
進
書
控
」
の
一
冊
を
示
そ
う
。
　
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
－
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
東
洋
　
法
　
学
（
表
紙
）
四
四
　
天
保
十
一
庚
子
年
仙
石
原
御
関
所
御
要
害
山
越
一
件
御
請
書
升
御
注
進
書
控
（
A
・
乙
・
業
）
一
．
御
仕
置
者
誇
御
用
　
御
越
被
疑
成
候
・
御
役
入
中
様
被
黒
仰
渡
一
候
趣
．
急
度
・
相
守
可
〆
申
候
御
事
。
一
．
右
御
仕
置
者
晒
し
有
翻
之
内
．
火
之
元
等
鋼
灘
入
念
可
〆
申
候
御
事
。
一
．
穣
多
・
非
入
共
番
致
候
儀
、
一
候
得
臼
、
　
」
．
御
道
具
茂
有
〆
之
候
儀
．
羅
．
随
分
入
二
念
グ
昼
夜
・
御
仕
置
場
見
廻
勢
．
火
之
元
等
迄
心
附
可
〆
申
候
御
事
。
　
但
．
箋
火
茂
有
炉
之
候
御
事
．
随
分
其
段
可
和
心
得
一
候
御
事
。
一
．
穣
多
・
非
人
共
往
来
之
人
二
対
し
非
分
成
事
申
候
茂
有
〆
之
候
鰍
．
又
者
夜
申
杯
懇
大
勢
相
集
メ
申
候
様
成
儀
有
〆
之
候
ハ
、
、
急
度
・
相
番
可
〆
申
候
御
事
。
右
之
趣
・
急
度
・
擁
一
仰
渡
㎜
候
．
暮
、
奉
〆
畏
候
．
若
し
異
変
等
有
〆
之
候
得
ば
、
当
村
方
役
人
共
ハ
勿
論
、
百
姓
共
迄
、
何
分
之
越
度
二
可
二
相
成
｝
哉
茂
難
〆
計
候
二
付
、
其
旨
・
随
分
相
心
得
．
諸
事
入
〆
念
可
〆
申
候
．
価
証
文
為
一
後
β
．
如
〆
件
。
御
請
書
証
文
之
事
天
保
十
一
年
庚
子
十
二
月
宮
城
野
村
　
　
名
主
　
　
組
頭
　
　
同
　
　
百
姓
代
仙
石
原
村
　
　
組
頭
　
　
国
　
　
国
　
　
国
　
　
百
姓
代
新
太
郎
五
右
衛
門
権
左
衛
門
又
左
衛
門
嘉
兵
衛
丈
右
衛
門
利
兵
衛
小
左
衛
門
（
滴
）溝
　
　
八
　
　
御
目
付
様
（
A
・
乙
・
2
）
　
　
乍
〆
恐
以
篇
書
付
｝
御
注
進
申
上
候
御
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
）
数
・
三
日
晒
相
済
、
則
・
昨
廿
八
日
七
ッ
時
・
右
死
骸
・
捨
札
・
柱
共
二
非
人
共
取
片
附
井
非
人
番
小
屋
引
払
相
済
申
候
、
符
、
此
段
・
　
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
一
、
去
ル
廿
六
日
・
仙
石
原
村
江
礫
御
仕
置
被
二
仰
付
一
候
・
無
宿
・
活
柳
・
善
教
・
岩
本
・
竜
出
、
右
四
人
死
骸
之
儀
、
昨
廿
八
日
迄
・
賃
　
　
東
洋
法
学
乍
y
恐
以
一
書
付
一
奉
上
一
候
．
　
天
保
十
一
庚
子
年
十
二
月
以
上
。
四
六
宮
城
野
村
　
　
　
名
主
新
太
郎
（
以
下
・
同
前
．
略
す
）
仙
石
原
村
　
　
　
組
頭
嘉
兵
衛
（
以
下
・
同
前
．
略
す
）
　
　
　
御
麟
付
所
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
こ
の
資
料
・
乙
・
第
2
号
に
よ
る
と
．
公
事
方
御
定
書
・
第
二
十
条
に
擬
し
、
破
つ
た
千
石
原
関
所
に
お
い
て
．
男
囚
の
無
宿
・
活
柳
・
善
教
・
岩
元
・
竜
山
の
四
入
が
．
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
六
賑
に
．
傑
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
　
そ
う
す
る
と
．
同
じ
く
関
所
を
破
っ
た
同
行
の
女
二
入
は
ど
う
な
っ
た
か
。
こ
れ
を
定
法
に
照
ら
す
と
．
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
は
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
墨
）
公
事
方
御
定
書
・
第
二
十
条
・
但
書
に
．
　
　
但
．
男
二
被
二
誘
引
轍
一
．
山
越
致
・
女
ハ
奴
と
あ
る
か
ら
．
男
囚
は
傑
刑
に
当
る
が
、
女
囚
は
「
奴
」
に
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
　
礫
刑
執
行
後
は
．
死
骸
は
、
礫
刑
用
の
粧
（
罪
木
）
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
晒
定
法
に
従
い
．
衆
入
に
礫
仕
置
が
公
開
さ
れ
た
と
同
じ
く
．
引
き
続
き
公
開
刑
と
し
て
の
「
晒
」
が
執
行
さ
れ
る
。
そ
の
間
・
仕
置
の
場
所
に
仮
設
さ
れ
て
あ
る
非
人
番
小
屋
に
非
人
は
誌
め
、
交
替
で
、
晒
物
見
張
番
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
こ
の
所
定
の
期
間
が
終
わ
る
二
十
八
日
・
七
ツ
時
（
午
後
四
時
）
に
な
る
と
、
非
人
た
ち
は
、
刑
死
し
た
死
骸
・
捨
札
・
罪
木
を
取
り
片
ず
け
、
非
人
番
小
屋
を
引
き
払
い
、
以
上
を
も
っ
て
処
刑
万
端
が
完
了
し
、
こ
こ
に
非
人
専
管
の
行
刑
公
役
は
終
わ
る
。
　
そ
う
し
た
処
理
済
み
の
報
告
は
、
箱
根
山
の
宮
城
野
村
・
仙
石
原
村
の
村
方
役
人
に
よ
っ
て
目
付
所
に
宛
て
て
書
類
で
行
わ
れ
る
。
　
こ
の
事
件
の
犯
入
召
捕
に
な
っ
た
と
き
、
定
番
に
つ
く
た
め
に
仙
石
原
村
・
百
姓
・
茂
兵
衛
が
沼
津
の
辺
ま
で
出
張
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
報
償
と
し
て
酒
代
・
三
貫
文
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
資
料
が
あ
る
。
（
A
・
乙
・
3
）
「
別
紙
」
　
　
御
酒
代
三
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
石
原
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
茂
兵
衛
　
先
般
・
其
村
御
関
所
ヲ
除
ヶ
・
山
越
致
候
・
無
宿
・
活
柳
外
五
人
之
者
召
捕
二
相
成
候
節
、
其
方
儀
定
番
入
相
附
、
沼
津
辺
迄
罷
越
、
　
彼
是
・
骨
折
候
段
、
大
義
二
候
、
依
〆
之
御
酒
代
三
貫
文
雛
一
下
置
一
候
。
　
右
・
於
二
地
方
一
申
渡
。
（
A
・
丙
）
　
（
仮
題
）
（
5
）
仙
石
原
関
所
関
係
文
書
類
（
二
）
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
i
口
四
七
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
一
・
仙
石
原
御
関
所
山
越
仕
候
・
無
宿
四
人
共
・
従
篇
御
領
主
様
一
礫
之
御
仕
置
禄
一
仰
付
一
．
私
共
江
穣
多
役
被
二
仰
付
一
候
．
薇
．
諸
事
入
〆
念
相
勤
可
y
申
候
事
。
一
．
三
ッ
道
具
．
従
二
御
領
主
一
御
鑓
御
渡
被
〆
為
〆
遊
候
．
右
・
御
鑓
、
ぞ
御
仕
置
藩
相
勤
可
g
申
候
事
。
一
．
御
仕
置
者
昼
夜
之
番
．
私
共
仕
．
昼
六
人
・
夜
八
入
・
番
可
翻
仕
候
事
。
右
之
遥
御
仕
鷹
者
・
仙
石
原
村
・
濡
晒
レ
有
“
之
節
．
私
共
番
仕
候
内
．
往
来
之
人
、
だ
対
し
、
鳥
麟
其
外
・
ね
だ
り
ヶ
間
敷
儀
．
仕
間
敷
候
事
。
一
．
往
来
之
人
二
笠
・
　
　
　
　
　
　
　
　
無
用
可
グ
仕
候
事
．
一
．
番
仕
候
内
．
近
在
之
藏
多
・
非
入
之
場
へ
寄
集
参
申
間
敷
候
事
。
一
．
私
共
艸
非
人
共
御
仕
置
取
扱
諸
事
．
不
手
廻
り
無
〆
之
様
可
〆
仕
候
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
差
）
一
．
御
仕
置
も
の
有
〆
之
節
溝
．
其
場
江
罷
出
可
〆
申
段
．
御
仕
置
者
渤
ジ
一
一
罷
在
候
節
者
．
大
小
さ
し
．
鑓
為
〆
持
候
候
も
、
先
例
之
通
り
・
勝
手
次
第
可
y
仕
候
事
。
一
．
御
仕
置
場
前
後
之
仕
廻
可
〆
仕
候
事
。
一
．
御
仕
置
も
の
・
さ
ら
し
ハ
凡
三
鷺
晒
し
、
御
仕
置
も
の
相
片
付
・
取
払
仕
廻
可
〆
申
候
事
。
一
、
簿
焚
番
仕
．
右
・
簿
真
木
之
儀
は
、
其
所
御
林
一
爺
被
〆
下
候
儀
・
先
例
御
座
候
事
。
一
、
御
仕
置
者
二
付
．
私
共
江
非
入
共
番
仕
候
内
．
仙
石
原
村
・
宮
城
野
村
御
役
人
申
様
被
二
仰
付
一
候
趣
、
相
背
申
間
敷
候
事
。
右
之
通
按
廊
付
一
候
趣
、
奉
〆
畏
候
．
少
茂
相
背
お
ゐ
天
．
私
共
何
分
之
越
度
一
ζ
可
二
仰
付
一
候
．
為
一
一
後
P
、
り
う
如
〆
件
。
天
保
十
一
庚
子
年
十
一
月
　
山
王
原
村
　
　
　
　
御
地
方
様
右
之
通
、
私
共
迄
・
当
村
革
作
共
差
出
申
候
間
、
　
　
天
保
十
一
庚
子
年
十
二
月
写
書
ヲ
以
恐
奉
一
差
上
一
候
、
已
上
。
革
作
頭
　
太
郎
左
衛
門
同
小
頭
　
儀
　
　
　
助
同
　
　
　
儀
右
衛
門
印　印　印
山
王
原
村
　
　
名
主
　
　
惣
右
衛
門
　
　
組
頭
　
　
平
　
　
蔵
　
　
百
姓
代
　
八
　
　
蔵
　
　
同
　
　
与
次
右
衛
門
　
　
　
御
目
付
所
様
　
前
記
資
料
に
よ
る
と
、
処
刑
の
穣
多
役
総
取
締
を
勤
め
る
小
田
原
城
外
・
山
王
原
村
の
革
作
頭
・
太
郎
左
衛
門
か
ら
行
刑
に
つ
い
て
遵
守
心
得
方
の
誓
約
書
を
、
同
人
お
よ
び
革
作
小
頭
二
名
連
印
を
も
っ
て
、
居
村
地
方
役
人
に
差
出
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
同
村
名
主
　
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
・
組
頭
一
人
・
百
姓
代
二
人
連
記
の
奥
書
を
し
て
、
目
付
所
に
差
出
し
て
い
る
の
が
こ
の
資
料
・
丙
号
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
行
刑
役
の
．
直
接
執
行
は
、
穣
多
・
非
人
が
当
る
。
礫
刑
で
囚
人
た
ち
を
突
き
差
し
．
死
に
至
ら
せ
る
鑓
は
．
領
主
（
小
国
原
藩
）
か
ら
貸
与
さ
れ
て
る
の
で
あ
る
。
　
薇
多
・
非
人
は
．
革
作
頭
・
太
郎
左
衛
門
直
属
支
配
の
輩
下
た
ち
で
あ
っ
て
．
こ
れ
ら
を
引
率
し
て
仙
石
原
刑
場
に
出
役
す
る
。
　
仕
置
者
番
人
は
．
昼
番
六
入
・
夜
番
八
入
で
詰
め
て
当
る
、
晒
番
で
監
視
串
は
．
公
役
を
誇
っ
て
往
来
の
庶
民
に
笠
・
頭
串
を
脱
が
せ
．
こ
れ
を
も
っ
て
庶
民
を
一
段
下
に
視
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
い
よ
う
に
監
督
す
べ
き
こ
と
を
革
作
頭
に
誓
約
き
せ
て
い
る
。
ま
た
．
こ
の
公
役
に
就
か
な
い
近
在
の
穣
多
・
非
人
を
ζ
の
晒
場
に
寄
む
つ
か
せ
な
い
よ
う
に
心
得
え
さ
せ
て
い
撫
。
勤
番
申
．
往
来
の
庶
民
に
金
晶
を
乞
い
・
ね
だ
る
こ
と
を
禁
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
仕
置
・
晒
場
に
は
、
簿
火
が
焚
か
れ
る
。
こ
の
焚
木
は
．
官
有
林
木
を
薪
と
し
て
下
げ
渡
き
れ
る
の
で
あ
る
、
　
こ
れ
ら
の
禁
止
事
項
は
餐
を
も
q
て
処
断
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
輩
下
の
違
反
行
為
は
．
革
作
頭
以
下
小
頭
の
越
度
と
な
る
。
　
（
二
）
　
東
海
道
・
今
切
関
所
除
け
・
山
越
え
・
礫
刑
の
例
と
行
刑
役
人
〔
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
事
件
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
東
海
道
・
今
切
関
所
〔
遠
江
国
敷
知
郡
（
現
・
浜
名
郡
・
三
河
・
吉
田
城
主
〕
関
係
史
料
に
よ
り
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
傑
刑
事
件
を
老
察
し
て
み
よ
う
。
　
関
所
を
破
り
．
囚
人
申
病
死
・
死
骸
は
塩
詰
の
上
、
礫
仕
置
を
受
け
た
の
は
房
州
（
現
・
千
葉
県
）
朝
夷
郡
青
木
村
・
百
姓
・
与
七
（
魂
才
）
で
あ
る
。
同
人
の
妻
・
せ
い
（
27
才
）
は
．
前
節
で
擬
律
を
示
し
た
よ
う
に
．
定
法
に
従
っ
て
奴
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
男
に
誘
引
さ
れ
、
な
例
で
あ
る
。
（
B
・
1
）
本
人
磯
　
　
　
　
（
7
）
全
く
犯
意
な
く
関
所
を
破
っ
た
。
こ
れ
は
特
に
宥
る
さ
れ
て
答
を
受
け
ず
数
日
の
入
牢
で
済
ん
だ
稀
れ
本
多
近
江
守
宿
割
給
人
附
中
間
当
時
・
房
州
朝
夷
郡
青
木
村
・
百
姓
与
　
　
七
三
＋
二
塩
諸
一
濡
御
関
所
近
辺
需
礫
二
行
ふ
者
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
二
而
小
商
ひ
致
、
当
時
・
本
多
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
江
守
宿
割
給
人
付
中
間
、
房
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
夷
郡
青
木
村
・
百
姓
・
与
七
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
死
、
右
・
与
七
妻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
い
　
一
早
七
此
者
儀
、
武
家
方
中
間
・
与
七
と
密
通
致
、
母
の
勘
当
ヲ
受
、
知
ル
人
方
へ
立
廻
り
居
候
内
、
妊
娠
致
候
処
、
与
七
儀
・
長
崎
表
出
立
致
候
二
付
、
此
者
儀
、
彼
地
致
一
欠
落
一
、
豊
前
国
小
倉
辺
二
蒲
同
人
二
追
付
候
間
、
御
当
地
へ
召
連
・
妻
二
致
呉
候
様
・
相
歎
候
二
付
、
順
礼
姿
二
成
リ
、
道
申
筋
・
跡
よ
り
大
坂
表
迄
罷
越
、
同
所
二
而
同
人
二
落
合
、
同
所
β
同
道
二
而
ニ
タ
川
宿
迄
・
山
道
ヲ
召
連
参
候
問
、
右
道
筋
・
今
切
御
関
所
辺
需
山
越
致
、
　
一
向
・
不
〆
存
・
御
当
地
へ
出
、
猶
又
・
小
岩
・
市
川
御
関
所
ヲ
除
候
儀
と
存
、
是
又
・
不
二
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
i
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
相
弁
一
舟
誌
房
州
へ
与
七
召
連
罷
越
候
段
、
女
之
儀
と
ハ
乍
ゼ
申
・
右
始
末
不
届
二
付
、
急
度
答
可
命
付
一
処
．
数
繕
致
二
入
穿
候
間
、
　
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
．
武
家
に
申
間
奉
公
申
の
与
七
と
密
通
し
．
母
か
ら
勘
当
を
受
け
た
女
・
せ
い
・
は
妊
娠
の
身
で
あ
つ
て
．
男
恋
し
さ
の
余
り
、
長
崎
に
出
立
し
た
与
七
に
連
絡
し
．
示
し
合
せ
て
．
大
坂
（
現
・
大
阪
）
で
落
ち
合
い
．
同
伴
し
て
ニ
タ
川
宿
ま
で
行
く
．
こ
の
間
・
山
道
傳
い
で
．
今
切
関
所
を
除
け
て
山
越
え
し
た
が
．
こ
の
行
為
に
つ
い
て
は
犯
意
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
武
蔵
国
葛
飾
郡
小
岩
と
市
川
に
あ
る
小
岩
関
所
・
市
川
関
所
（
天
領
・
御
料
）
を
除
け
る
こ
と
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
．
こ
れ
も
ま
た
．
犯
意
な
く
舟
に
乗
っ
て
与
七
と
同
伴
に
て
房
州
に
戻
っ
た
事
件
で
あ
る
。
両
入
の
犯
行
が
露
顕
し
．
入
牢
と
な
る
。
与
七
は
牢
内
で
病
死
し
た
の
で
塩
諦
に
3
れ
．
今
切
関
所
の
近
辺
で
礫
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
公
定
方
御
定
書
・
第
二
十
条
所
定
の
処
分
で
あ
る
．
　
与
七
の
刑
執
行
ま
で
の
経
緯
を
「
東
海
道
新
居
宿
書
上
帳
」
（
自
・
天
保
元
年
．
至
・
弘
化
二
年
）
に
よ
る
と
．
本
多
近
江
守
宿
割
給
入
二
二
輪
弥
十
郎
の
申
間
・
与
七
は
．
囚
人
と
し
て
入
牢
申
の
天
保
二
年
正
月
．
老
中
・
青
山
下
野
守
か
ら
江
戸
町
奉
行
・
筒
井
伊
賀
守
に
対
し
闇
合
せ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
．
処
刑
の
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
公
事
方
御
定
書
に
よ
れ
ば
．
　
「
於
識
其
所
｝
礫
」
と
規
定
き
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
場
所
を
何
処
に
設
定
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
き
江
戸
町
奉
行
か
ら
の
上
答
（
B
・
2
）
　
御
書
面
の
趣
．
致
承
知
一
．
則
・
松
平
伊
豆
守
殿
江
及
一
郵
合
∫
候
処
．
別
紙
通
・
挨
拶
被
講
申
越
一
候
．
然
ル
上
ハ
・
猶
亦
・
御
代
官
　
御
糺
之
上
．
弥
・
最
寄
御
仕
置
場
所
無
〆
之
候
ハ
、
少
々
・
離
候
所
、
蒲
茂
御
取
極
．
絵
図
面
を
以
被
二
御
申
闘
候
様
致
度
．
依
〆
之
・
伊
豆
　
守
殿
江
之
懸
合
書
・
絵
図
面
共
、
本
紙
懸
篇
御
目
一
、
御
挨
拶
労
・
猶
・
及
一
一
御
掛
合
一
候
。
　
　
　
　
（
正
か
〉
　
　
　
卯
五
月
　
こ
こ
に
、
伊
豆
守
と
あ
る
の
は
、
今
切
関
所
は
、
三
河
・
吉
田
城
主
・
松
平
伊
豆
守
所
管
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
さ
ら
に
、
勘
定
奉
行
・
曽
我
豊
後
守
の
意
見
を
徴
し
、
再
び
・
青
山
下
野
守
に
上
答
し
て
い
る
。
（
B
・
3
）
　
御
下
札
二
而
御
挨
拶
之
趣
・
承
知
仕
、
右
之
趣
・
曽
我
豊
後
守
江
及
二
掛
合
一
候
処
、
　
一
躰
・
平
岡
清
三
郎
御
代
官
所
者
、
今
切
御
関
所
与
者
　
海
上
を
隔
居
、
御
関
所
地
続
二
御
料
所
無
〆
之
候
段
申
越
候
、
就
更
実
二
御
関
所
続
二
御
仕
置
場
所
無
〆
之
候
ハ
・
、
少
々
・
離
候
二
而
茂
為
一
　
見
立
二
絵
図
面
ヲ
以
稼
勧
聞
一
候
様
仕
度
、
左
候
ハ
・
、
御
関
所
脇
江
科
書
捨
札
相
立
候
様
、
相
伺
可
〆
申
与
奉
ゲ
存
候
、
依
罪
之
・
豊
後
　
守
江
之
掛
合
書
御
廻
申
、
猶
・
及
一
懸
合
一
候
。
　
　
　
卯
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
井
伊
賀
守
　
か
く
し
て
、
新
居
関
所
の
最
高
責
任
者
・
松
井
伊
豆
守
信
順
、
遠
三
州
代
官
・
平
岡
彦
兵
衛
、
勘
定
奉
行
・
曽
我
豊
後
守
の
意
見
を
聴
き
、
新
居
宿
の
南
部
の
松
山
村
に
定
め
ら
れ
た
。
　
天
保
二
年
七
月
十
九
澱
、
新
居
宿
・
問
屋
・
飯
田
武
兵
衛
、
庄
屋
・
六
郎
右
衛
門
、
年
寄
・
平
六
、
当
番
船
頭
・
頭
次
平
の
四
人
は
、
新
居
関
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
四
月
・
評
定
所
に
よ
つ
て
確
定
判
決
の
あ
つ
た
罪
人
・
与
七
に
対
す
る
礫
刑
の
執
行
と
海
辺
の
村
む
ら
が
守
る
べ
き
関
所
法
度
に
つ
い
て
厳
重
な
訓
令
を
発
し
て
い
る
。
　
　
　
（
9
）
（
B
・
4
）
　
今
度
・
囚
人
死
骸
塩
漬
之
倦
、
礫
御
仕
置
後
一
仰
付
一
候
儀
、
銘
々
・
及
〆
承
候
事
二
者
存
〆
之
候
得
共
、
右
・
御
仕
置
之
者
、
先
達
而
長
崎
　
表
6
女
を
連
致
二
外
越
一
、
依
〆
之
・
御
吟
昧
之
上
、
御
関
所
を
破
り
候
二
付
、
右
様
之
趣
・
相
守
居
候
事
員
有
〆
之
候
得
共
、
此
以
後
・
格
　
　
　
近
世
碓
氷
関
所
除
け
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
…
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
別
・
御
関
所
御
法
度
向
・
厳
重
二
守
．
聯
心
得
違
無
〆
之
様
、
小
前
之
者
共
江
急
度
・
可
二
申
渡
一
候
、
万
一
心
得
違
之
者
有
〆
之
、
難
訟
捨
置
一
風
聞
等
有
〆
之
候
節
ハ
．
男
女
二
不
y
限
・
此
度
之
御
仕
置
同
様
二
被
二
仰
付
一
候
間
．
此
旨
・
深
ク
相
心
得
可
〆
申
候
、
以
上
。
　
　
卯
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
切
御
関
所
　
　
　
　
添
　
　
　
書
従
　
御
関
所
様
一
御
廻
状
壱
通
．
箱
入
御
渡
被
財
遊
候
間
．
御
順
達
申
候
．
墨
付
汚
等
無
蹉
之
様
・
御
大
切
轟
被
ド
成
．
脳
紙
・
帳
面
轟
庄
量
・
組
頭
前
書
入
．
御
請
印
被
グ
成
．
早
々
・
御
巡
達
．
留
村
孟
御
返
し
可
騨
被
賦
成
候
．
以
上
、
　
　
八
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
居
宿
問
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
兵
衛
　
　
新
居
町
　
　
　
橋
本
村
初
夢
　
　
　
　
無
坂
町
迄
　
　
右
・
村
々
　
　
　
　
　
御
庄
屋
申
近
藤
恒
次
博
士
は
「
東
海
道
・
新
居
宿
書
上
帳
」
に
よ
っ
て
．
　
　
八
月
十
五
日
、
塩
詰
め
に
し
た
与
七
の
死
骸
が
．
御
小
人
目
付
二
名
．
八
丁
堀
同
心
二
名
付
添
い
の
も
と
に
、
江
戸
表
か
ら
新
居
　
宿
へ
送
ら
れ
て
来
た
。
宿
所
は
御
用
宿
当
番
の
泉
町
太
兵
衛
方
で
あ
る
、
　
　
吉
田
表
か
ら
は
、
立
合
人
と
し
て
町
郡
奉
行
柳
本
杢
之
亟
、
代
官
久
野
幸
八
、
町
小
頭
一
名
、
町
同
心
三
名
、
郷
同
心
四
名
が
出
張
　
し
た
。
　
　
翌
十
六
日
五
ッ
時
（
午
前
八
時
）
与
七
の
礫
は
予
不
通
り
執
行
さ
れ
た
。
遠
州
方
の
番
非
人
六
十
八
名
、
話
計
八
十
八
名
が
こ
れ
に
　
当
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎗
）
と
、
行
刑
の
公
役
人
に
た
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
　
（
三
）
　
江
戸
な
ど
の
礫
仕
置
と
行
刑
役
人
（
イ
）
布
施
弥
平
治
教
授
の
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
布
施
弥
平
治
教
授
は
「
日
本
死
刑
史
」
　
（
昭
和
八
年
刊
）
で
、
江
戸
の
礫
刑
に
つ
き
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
礫
は
罪
状
に
よ
り
て
は
引
廻
し
を
な
す
も
の
と
な
さ
ぬ
も
の
と
あ
り
し
も
三
日
間
だ
け
晒
し
て
処
刑
を
衆
人
に
見
せ
た
り
。
刑
場
　
　
は
鈴
ケ
森
と
小
塚
原
及
び
在
所
に
て
は
犯
罪
地
に
て
之
を
行
ふ
。
　
　
　
こ
の
方
法
は
罪
人
刑
場
に
至
れ
ば
非
人
数
人
に
て
馬
上
よ
り
下
し
直
ち
に
罪
木
の
上
に
仰
臥
せ
し
め
て
手
足
を
結
び
つ
け
、
罪
人
　
　
の
衣
服
を
左
右
よ
り
腰
間
に
至
る
ま
で
裂
き
破
り
て
之
を
左
右
よ
り
胸
間
に
ま
き
て
い
ぼ
結
び
に
す
る
こ
と
三
ヶ
所
胴
縄
、
腰
縄
を
　
　
か
け
て
罪
人
に
縛
し
、
手
傳
非
人
数
人
に
て
罪
木
を
起
し
て
地
上
に
立
つ
、
検
使
即
ち
同
心
に
命
じ
て
罪
人
の
名
簿
を
検
査
し
、
弾
　
　
左
衛
門
の
手
代
に
指
揮
す
れ
ば
弾
左
衛
門
が
突
手
非
人
に
指
揮
し
非
人
数
人
が
槍
を
と
り
て
左
右
に
分
れ
其
中
の
一
人
大
に
さ
け
び
　
　
槍
鉾
を
罪
人
の
面
前
に
突
き
出
す
。
之
を
見
せ
槍
と
い
ふ
。
そ
の
槍
を
ひ
き
了
り
て
右
側
の
一
人
罪
人
の
脇
腹
槍
鉾
肩
を
貫
き
、
其
　
　
鉾
の
出
る
こ
と
一
尺
余
り
に
及
び
、
其
槍
を
捻
り
引
き
抜
き
其
後
は
代
る
代
る
突
き
て
槍
数
は
大
抵
三
拾
筋
に
至
り
然
る
後
に
止
槍
　
　
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
と
て
左
右
よ
り
囚
人
の
咽
喉
を
刺
す
。
　
（
御
定
書
百
ヶ
条
、
古
事
類
苑
法
律
部
、
刑
罪
書
）
　
　
罪
木
と
は
即
ち
礫
柱
の
こ
と
な
り
。
礫
に
な
る
べ
き
罪
人
が
獄
申
に
て
死
亡
せ
る
場
合
に
は
主
殺
し
、
親
殺
し
．
関
所
破
り
、
重
　
謀
計
の
四
に
限
り
死
骸
を
塩
詰
と
し
て
生
存
者
の
通
り
晒
し
引
廻
を
な
し
て
礫
を
な
す
。
　
（
御
定
書
百
ヶ
条
）
　
例
え
ば
文
政
三
年
岡
崎
町
忠
兵
衛
店
．
文
蔵
召
使
万
蔵
な
る
も
の
主
入
の
妹
き
ん
を
殺
し
て
自
殺
し
た
る
一
件
は
主
殺
し
の
条
文
に
　
あ
て
は
め
死
骸
を
塩
詰
と
し
．
二
日
晒
．
一
鷺
引
廻
し
の
上
．
鋸
挽
き
の
上
礫
の
極
刑
を
施
し
た
る
が
如
き
生
存
者
と
何
等
差
異
な
　
か
り
蓉
．
右
の
場
合
は
主
人
の
妹
な
れ
ど
も
宝
暦
四
年
の
御
首
付
に
　
「
向
後
主
人
妻
．
或
は
主
人
江
手
負
候
も
の
御
仕
置
之
御
定
同
　
様
可
申
付
」
と
あ
る
も
の
を
適
用
し
た
る
も
の
な
む
と
．
　
（
御
仕
置
例
類
集
）
引
廻
し
の
例
を
同
書
に
み
る
と
．
　
　
引
廻
し
と
は
鞍
の
上
へ
菰
一
枚
う
ち
か
け
た
馬
に
囚
人
を
乗
せ
て
馬
添
の
非
人
左
右
よ
り
両
人
に
て
縄
を
と
り
囚
人
を
動
か
ぎ
る
　
様
に
し
（
重
罪
人
は
曲
録
と
云
ふ
木
に
結
付
、
鞍
も
し
ば
る
）
裏
門
よ
り
出
て
先
払
非
人
五
人
幟
持
ち
．
捨
札
持
ち
、
手
代
り
共
六
　
人
の
非
入
．
槍
二
本
．
捕
道
具
を
持
つ
者
．
手
代
り
の
者
は
何
れ
も
穣
多
頭
輩
下
の
谷
の
も
の
八
入
に
て
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
．
四
人
　
の
非
人
が
囚
人
に
つ
き
そ
ひ
宰
領
は
穣
多
頭
弾
左
衛
門
輩
下
の
谷
の
も
の
二
人
．
宰
領
小
屋
頭
非
人
二
人
に
て
行
列
を
作
り
定
め
ら
　
れ
た
る
道
筋
を
引
廻
す
も
の
な
り
。
　
　
捨
札
と
は
長
さ
六
尺
幅
一
尺
五
寸
の
縦
板
を
以
て
作
り
．
長
さ
九
尺
に
し
て
二
寸
角
の
札
串
の
先
に
つ
け
囚
人
の
罪
状
を
書
し
た
　
る
も
の
な
り
。
　
（
刑
罪
大
秘
録
）
（
口
）
石
井
良
助
教
授
の
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
石
井
良
助
教
授
「
江
戸
の
刑
罰
」
　
（
昭
和
三
九
年
刊
）
は
、
礫
刑
に
っ
い
て
、
　
　
関
所
破
り
を
し
た
者
に
は
、
そ
の
所
で
礫
に
処
す
る
こ
と
が
『
御
定
書
』
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
田
畑
、
家
屋
敷
、
家
財
と
も
闘
　
所
に
な
る
が
、
引
廻
は
附
加
す
る
場
合
と
し
な
い
場
合
と
あ
る
（
中
略
）
　
　
刑
の
申
渡
し
か
ら
刑
場
に
着
く
ま
で
の
段
取
り
は
、
火
罪
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
　
　
科
人
が
刑
場
に
到
着
す
る
と
、
下
働
き
の
非
人
六
人
で
こ
れ
を
馬
よ
り
下
ろ
し
、
罪
木
に
仰
向
け
に
ね
か
せ
、
両
足
を
左
右
の
横
木
　
に
結
び
つ
け
る
。
つ
ぎ
に
二
人
ず
つ
左
右
に
廻
っ
て
、
高
腕
を
横
木
に
結
び
つ
け
、
科
人
の
衣
類
を
左
右
腕
の
下
か
ら
腰
の
下
ま
で
切
　
り
破
っ
て
、
胸
板
の
と
こ
ろ
に
左
右
か
ら
巻
き
つ
け
、
三
所
ほ
ど
縄
で
い
ぼ
結
び
に
す
る
。
こ
れ
が
古
く
か
ら
の
や
り
方
で
あ
る
が
、
　
幕
末
に
な
る
と
、
馬
よ
り
下
ろ
し
て
丸
裸
に
し
、
下
帯
一
つ
で
罪
木
に
縛
り
つ
け
た
。
女
も
丸
裸
に
し
て
二
布
ば
か
り
で
縛
り
つ
け
た
。
　
　
つ
ぎ
に
胴
縄
、
た
す
き
縄
を
か
け
、
手
傳
人
足
が
十
人
余
づ
罪
木
を
起
こ
し
、
根
を
穴
の
申
に
三
尺
余
埋
め
こ
み
、
土
で
周
め
る
、
　
し
っ
か
り
固
ま
れ
ば
、
弾
左
衛
の
手
代
が
検
使
の
与
力
に
準
備
が
整
っ
た
旨
を
報
告
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
検
使
は
同
心
に
命
じ
て
囚
人
の
名
前
を
糺
さ
せ
、
弾
左
衛
門
の
手
代
に
突
き
掛
け
る
よ
う
に
命
じ
る
。
す
る
と
、
下
働
き
の
非
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
が
槍
を
持
ち
、
左
右
に
分
か
れ
て
囚
人
の
眼
前
で
槍
先
を
交
え
る
。
い
わ
ゆ
る
、
見
せ
槍
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
科
人
の
顔
か
ら
二
尺
ほ
　
ど
退
い
て
左
右
よ
り
「
ア
リ
ヤ
　
ァ
リ
ャ
」
と
声
を
か
け
て
見
せ
槍
を
引
き
、
た
だ
ち
に
科
人
の
左
脇
腹
か
ら
肩
先
に
槍
の
穂
先
一
　
尺
余
を
突
き
出
し
、
一
っ
ひ
ね
っ
て
槍
を
抜
く
。
ひ
ね
る
の
は
流
血
が
槍
の
柄
に
伝
わ
ら
ぬ
た
め
だ
と
い
う
。
そ
の
あ
と
は
、
左
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん
り
　
か
わ
る
が
わ
る
二
十
本
か
ら
三
十
本
ぐ
ら
い
ま
で
突
く
。
突
く
た
び
に
、
藁
で
槍
の
血
を
拭
う
。
こ
の
と
き
鮮
血
が
淋
潤
と
し
て
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
ば
し
　
れ
い
で
、
臓
騎
か
ら
食
物
も
逆
り
で
る
。
こ
れ
を
見
て
は
、
い
か
な
る
剛
胆
者
も
顔
色
を
変
じ
な
い
者
は
な
い
と
い
う
。
最
後
に
検
　
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
－
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
使
に
伺
っ
た
う
え
、
咽
喉
に
左
右
よ
り
「
止
め
の
槍
」
を
突
い
て
終
る
。
　
以
前
、
見
せ
槍
は
一
入
が
突
き
出
し
、
脇
腹
か
ら
肩
先
へ
突
き
抜
い
た
が
．
幕
末
で
は
見
せ
槍
は
左
右
か
ら
突
き
出
し
．
囚
人
の
顔
を
二
尺
隔
て
て
合
わ
せ
．
左
の
方
か
ら
「
ア
リ
ヤ
ア
リ
ャ
」
と
声
を
か
け
て
．
科
人
の
左
腹
か
ら
右
の
脇
腹
へ
突
き
通
し
．
穂
先
の
．
太
刀
打
ま
で
二
尺
余
も
突
き
出
し
．
一
っ
ひ
ね
っ
て
槍
を
抜
き
．
右
も
同
様
に
し
て
二
っ
ひ
ね
っ
て
槍
を
抜
き
．
そ
の
後
．
左
右
よ
り
か
わ
る
が
わ
る
に
声
を
か
け
て
突
く
よ
う
に
な
っ
た
．
突
槍
は
弾
左
衛
門
方
よ
り
出
す
の
で
あ
る
。
　
検
使
は
止
め
の
槍
を
改
め
て
．
晒
の
儀
は
例
の
と
お
り
心
得
べ
き
旨
弾
左
衛
門
に
申
し
渡
し
て
．
退
散
す
る
．
晒
は
こ
の
ま
ま
で
三
購
二
夜
行
わ
れ
る
、
番
入
そ
の
他
は
火
罪
．
獄
門
の
晒
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
、
　
存
命
な
ら
ば
礫
に
処
せ
ら
る
べ
き
者
が
．
欝
書
に
押
印
し
た
の
ち
牢
死
せ
る
と
き
は
．
誤
、
の
死
骸
を
塩
詰
に
し
て
お
き
．
本
刑
を
宣
告
し
て
礫
に
す
る
。
そ
の
手
続
き
は
ふ
つ
う
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
が
．
牢
屋
よ
り
刑
場
へ
の
途
中
は
．
桶
に
入
れ
た
ま
ま
．
首
を
表
に
出
し
て
．
非
人
が
か
つ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
こ
の
場
合
の
拾
札
と
引
廻
に
つ
き
同
書
に
よ
る
と
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
じ
か
い
ば
し
　
前
記
五
ヵ
所
（
日
本
橋
・
筋
違
橋
・
赤
坂
御
門
・
両
国
橋
・
四
谷
御
門
）
に
捨
札
が
建
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
五
ヵ
所
引
廻
で
あ
る
が
．
そ
の
ほ
か
に
・
御
仕
置
場
に
も
捨
札
は
建
て
ら
れ
る
か
ら
．
合
計
六
ヵ
所
で
あ
る
。
　
牢
舎
か
ら
引
き
出
す
ま
で
の
手
続
き
は
．
死
罪
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
牢
舎
か
ら
出
す
と
．
牢
屋
見
廻
の
町
与
力
の
所
に
つ
れ
て
い
く
。
死
罪
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
検
使
に
よ
る
判
決
の
申
渡
し
が
あ
り
、
検
使
か
ら
火
罪
の
検
使
役
で
あ
る
町
与
力
に
科
人
を
引
き
渡
す
と
．
非
人
人
足
が
取
り
囲
ん
で
裏
門
か
ら
出
し
．
非
人
た
ち
が
こ
れ
を
抱
え
て
馬
に
乗
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も
　
　
馬
へ
乗
せ
方
は
、
鞍
の
上
に
菰
を
一
枚
打
ち
掛
け
、
科
人
が
乗
る
と
三
筋
の
縄
を
取
っ
て
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
馬
に
縛
り
つ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
よ
く
ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
．
』
、
　
る
こ
と
は
な
い
。
重
病
人
の
場
合
に
は
曲
録
と
い
う
木
に
結
び
つ
け
、
鞍
も
縛
り
つ
け
る
。
乗
馬
に
堪
え
な
い
と
き
は
書
で
に
な
う
。
　
（
中
略
）
　
　
も
っ
と
も
浅
草
で
処
刑
な
る
も
の
は
、
最
終
に
、
遊
女
の
投
込
寺
と
し
て
有
名
な
浅
草
の
西
念
寺
で
休
憩
す
る
が
、
こ
こ
で
は
本
人
　
の
望
み
の
食
物
を
与
え
、
親
戚
の
人
が
最
後
の
別
れ
を
告
げ
た
と
い
う
。
鈴
ケ
森
に
行
く
際
も
途
申
に
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
で
　
あ
ろ
う
。
　
　
な
お
懐
胎
女
に
っ
い
て
は
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
は
、
礫
に
代
え
て
獄
門
を
科
し
た
が
、
前
記
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
　
に
、
死
罪
の
女
囚
が
懐
妊
し
て
い
る
と
き
は
、
出
産
後
死
罪
を
申
し
付
け
る
こ
と
を
定
め
、
同
じ
法
令
は
、
礫
に
つ
い
て
も
同
様
に
取
　
り
扱
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
こ
　
さ
て
、
以
上
の
記
述
の
う
ち
に
春
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
で
思
い
出
さ
れ
る
俗
諺
が
あ
る
。
　
　
お
だ
　
　
煽
て
と
番
に
や
乗
り
た
か
あ
ね
え
　
こ
れ
は
、
江
戸
っ
子
の
よ
く
い
っ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
い
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
番
に
乗
せ
ら
れ
刑
場
に
行
く
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
だ
は
、
死
刑
の
場
に
つ
れ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
、
道
中
の
乗
り
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
う
っ
か
り
人
の
煽
て
に
乗
っ
て
い
い
気
持
で
い
る
と
、
飛
ん
で
も
な
い
結
果
を
み
る
ぞ
と
い
う
警
旬
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
（
ハ
）
　
礫
仕
置
人
足
行
列
に
つ
い
て
の
傍
証
と
し
て
の
死
罪
仕
置
入
足
行
列
の
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）
　
荒
井
貢
次
郎
教
授
の
論
文
「
甲
斐
・
武
蔵
国
の
近
世
賎
民
管
轄
」
　
（
「
法
制
史
学
の
諸
問
題
f
布
施
弥
治
博
士
古
稀
記
念
論
文
ー
」
　
　
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
・
昭
和
四
六
年
・
日
本
大
学
法
学
会
刊
・
収
）
に
甲
斐
国
の
死
罪
仕
置
人
足
行
列
の
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
　
明
治
維
新
の
刑
囚
取
扱
い
の
過
渡
期
に
、
幕
府
行
刑
の
名
残
と
し
て
地
方
資
料
に
現
わ
れ
て
き
た
「
明
治
三
年
十
一
月
・
死
罪
御
仕
置
人
足
行
列
名
前
帳
」
　
（
甲
州
下
谷
村
小
頭
連
印
）
を
み
る
と
、
　
　
先
払
　
組
下
　
弐
人
　
三
ツ
道
具
持
　
組
下
　
三
人
　
　
囚
人
　
壱
人
　
尻
縄
取
手
下
　
壱
人
　
　
　
　
　
　
　
　
年
番
　
小
頭
　
伝
　
蔵
　
　
棒
突
弐
人
　
　
加
番
　
小
頭
　
市
十
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
旧
三
郎
　
　
右
警
固
人
足
　
名
前
　
一
　
先
払
　
　
　
　
羽
織
帯
刀
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
平
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
十
郎
　
　
　
　
〆
　
弐
人
　
一
　
三
ッ
道
具
持
　
　
　
　
羽
織
帯
刀
一一一
　
〆
囚
人
定留治
蔵八郎
三
人甲
州
都
留
郡
　
　
　
上
野
原
無
宿
　
　
　
　
　
　
　
安
五
郎
棒
突
　
羽
織
帯
刀
又徳
八平
　
〆
　
弐
人
羽
織
帯
刀
　
十
手
　
小
頭
　
　
傳
　
　
蔵
　
同
断
　
　
市
十
郎
　
同
断
　
　
旧
三
郎
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
1
⇔
六
一
　
　
　
東
洋
法
学
御
検
使
　
　
　
大
佐
官
　
　
　
　
　
佐
藤
唐
十
郎
様
　
　
　
両
谷
村
　
　
　
　
　
　
藤
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
清
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
孝
　
　
平
殿
　
　
　
　
　
　
　
忠
　
　
平
殿
　
　
　
郡
申
惣
代
　
　
　
　
　
　
　
三
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
代
　
　
助
殿
　
一
太
刀
取
　
組
下
　
仙
吉
　
一
　
介
錯
　
　
小
屋
頭
代
松
五
郎
　
一
　
尻
縄
取
　
　
小
屋
頭
抱
　
亀
　
吉
右
囚
人
、
下
谷
村
・
字
・
土
取
場
に
お
い
て
死
罪
御
仕
置
被
一
勧
付
一
候
．
則
・
死
骸
之
義
潔
．
場
江
取
り
埋
メ
．
其
段
．
谷
村
御
役
所
江
御
届
ヶ
申
上
．
一
同
．
罷
帰
り
申
候
。
六
二
字
・
道
正
堀
下
迄
、
私
共
三
人
附
添
．
右
右
之
通
り
少
茂
相
違
無
二
御
座
一
候
、
　
　
明
治
三
年
十
一
月
以
上
。
右
小
頭
　
傳
　
蔵
　
⑳
同
　
　
　
市
十
郎
　
㊥
同
　
　
　
旧
三
郎
　
⑳
　
東
京
　
　
御
役
所
様
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）
　
こ
の
場
合
に
行
刑
役
人
が
羽
織
帯
刀
し
て
い
る
。
こ
れ
を
既
出
の
「
仙
石
原
関
所
関
係
文
書
類
ω
」
に
よ
る
と
、
　
一
、
御
仕
置
も
の
有
〆
之
節
は
、
其
場
江
罷
出
可
〆
申
候
、
御
仕
置
者
計
リ
ニ
罷
在
候
節
は
、
大
小
き
し
、
鑓
為
〆
持
候
儀
も
先
例
之
通
り
　
　
勝
手
次
第
可
〆
仕
候
事
。
と
あ
る
よ
う
に
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
二
月
二
十
六
日
に
、
礫
仕
置
執
行
当
時
ま
で
に
、
既
に
帯
刀
の
先
例
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
（
二
）
　
高
柳
金
芳
氏
の
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）
　
　
高
柳
金
芳
氏
「
江
戸
時
代
・
非
人
の
生
活
」
　
（
昭
和
四
六
年
一
月
刊
）
に
、
　
　
礫
刑
と
非
人
　
礫
刊
は
主
殺
し
、
親
殺
し
な
ど
の
極
悪
人
に
科
せ
ら
れ
た
極
刑
で
、
必
ず
前
述
の
引
廻
し
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、
　
　
引
廻
し
の
罪
人
で
刑
場
に
つ
く
と
、
下
働
き
の
非
入
六
人
が
囚
人
を
馬
か
ら
降
し
、
い
っ
た
ん
縄
を
解
き
地
上
に
横
た
え
た
礫
桂
の
　
　
上
に
仰
向
け
に
寝
か
せ
縛
り
つ
け
た
。
　
　
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
礫
柱
は
罪
木
（
つ
み
ぎ
）
と
も
い
い
．
男
子
用
の
も
の
は
五
寸
角
（
一
説
に
は
八
寸
角
と
も
い
う
）
の
長
さ
十
二
尺
程
の
柱
に
、
キ
の
字
形
に
二
木
の
横
木
を
通
し
た
。
上
の
横
木
を
腕
木
（
う
で
ぎ
）
．
下
の
横
木
を
足
木
（
あ
し
ぎ
）
と
い
い
．
い
ず
れ
も
幅
三
寸
．
厚
さ
二
寸
．
長
さ
六
尺
の
角
材
で
あ
っ
た
。
腕
木
は
柱
の
上
か
ら
一
尺
ほ
ど
の
所
に
通
し
．
そ
れ
か
ら
二
尺
ほ
ど
下
に
前
方
に
向
か
っ
て
幅
三
寸
．
厚
さ
二
寸
．
長
き
七
寸
の
腰
掛
木
（
こ
し
か
け
ぎ
）
が
突
き
出
し
て
い
た
。
　
腰
掛
木
か
ら
さ
ら
に
九
寸
ほ
ど
下
が
っ
て
．
腕
木
と
同
じ
く
幅
三
寸
．
厚
さ
二
寸
．
長
さ
六
尺
の
足
木
が
通
っ
て
い
た
、
　
女
子
用
の
礫
桂
．
す
な
わ
ち
罪
木
は
五
寸
角
長
さ
十
二
尺
の
角
材
に
．
腕
木
が
一
本
通
り
．
誰
続
れ
か
ら
三
尺
ほ
ど
下
に
直
径
一
尺
の
円
形
の
台
が
前
方
に
突
き
出
し
て
い
た
。
こ
の
台
の
上
に
女
の
囚
人
は
．
足
を
そ
ろ
え
て
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
き
て
礫
柱
の
上
に
仰
向
け
に
寝
か
さ
れ
た
男
子
の
囚
人
は
．
胸
の
前
で
X
字
型
に
な
り
．
背
後
は
桂
と
腕
木
に
か
け
て
結
ば
れ
る
「
た
す
き
縄
」
と
．
腕
の
辺
り
で
桂
に
縛
り
つ
け
る
「
腰
縄
」
を
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
上
．
両
手
は
高
腕
と
手
首
の
と
こ
ろ
で
一
所
ず
つ
．
腕
木
に
し
っ
か
り
と
縛
り
つ
け
ら
れ
．
両
足
は
広
く
用
い
て
足
首
の
と
こ
ろ
で
足
木
に
縛
ら
れ
た
。
さ
ら
に
左
右
の
脇
か
ら
腰
縄
ま
で
の
間
の
着
物
を
縦
に
切
り
裂
き
．
左
右
か
ら
胸
の
中
央
に
絞
り
寄
せ
．
こ
れ
を
三
所
で
縛
っ
た
。
こ
う
す
る
と
．
左
右
の
脇
か
ら
腹
に
か
け
て
肌
が
露
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
か
く
し
て
囚
入
を
縛
り
つ
け
た
礫
柱
を
．
非
人
十
人
ほ
ど
で
起
こ
し
．
柱
の
下
部
を
か
ね
て
掘
っ
た
穴
に
埋
め
．
周
囲
を
突
き
固
め
た
柱
を
動
か
ね
よ
う
に
し
た
。
こ
の
さ
い
．
柱
は
地
下
に
三
尺
四
寸
埋
め
る
の
が
定
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
桂
の
高
さ
は
地
上
八
尺
六
寸
と
な
り
、
足
木
の
高
さ
は
四
尺
七
寸
と
な
っ
た
。
　
礫
柱
の
前
方
十
二
．
三
間
の
と
こ
ろ
に
検
視
与
力
が
陣
笠
・
野
羽
織
・
野
袴
姿
で
床
几
に
腰
を
お
ろ
し
．
そ
の
背
後
に
草
履
取
り
・
槍
持
・
挾
箱
持
ち
の
若
党
が
控
え
た
。
さ
ら
に
そ
の
右
に
副
検
視
役
の
与
力
が
同
じ
く
若
党
を
従
え
て
位
置
し
た
。
ま
た
反
対
側
に
は
下
役
の
町
同
心
・
穣
多
頭
弾
左
衛
門
の
手
代
・
非
人
頭
・
非
入
小
屋
頭
が
並
び
、
谷
の
者
・
棒
突
非
人
が
周
囲
を
固
め
た
、
　
さ
て
用
意
が
整
う
と
、
弾
左
衛
門
の
手
代
が
検
視
与
力
の
前
に
進
み
出
て
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。
与
力
は
同
心
に
命
じ
て
、
囚
人
の
姓
名
を
呼
び
本
人
に
相
違
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
つ
い
で
検
視
与
力
が
、
弾
左
衛
門
の
手
代
に
処
刑
の
開
始
を
命
じ
る
と
、
手
代
の
控
合
図
に
よ
り
白
衣
・
股
引
・
脚
絆
・
尻
端
お
り
姿
の
非
人
六
人
が
縄
だ
す
き
で
進
み
い
で
、
二
人
が
処
刑
に
当
た
り
四
入
は
え
と
な
っ
た
。
　
礫
に
用
い
る
槍
は
非
人
槍
と
も
い
い
、
弾
左
衛
門
方
か
ら
差
し
出
し
た
穂
先
の
長
い
特
殊
な
槍
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
穂
先
は
二
尺
五
寸
か
ら
二
尺
七
寸
も
あ
り
、
幅
は
狭
く
七
分
か
八
分
に
過
ぎ
ず
、
平
三
角
造
り
の
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
槍
を
構
え
た
二
人
の
非
人
は
礫
柱
の
左
右
に
立
ち
、
ま
ず
囚
人
の
眼
前
二
尺
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
二
本
の
槍
の
穂
先
を
が
っ
ち
り
と
交
叉
さ
せ
た
。
こ
れ
を
「
見
せ
槍
」
と
い
い
、
こ
れ
が
す
む
と
、
一
人
が
「
あ
り
ゃ
、
あ
り
ゃ
、
あ
り
ゃ
」
と
掛
け
声
も
ろ
と
も
に
横
腹
か
ら
肩
先
に
か
け
て
カ
い
っ
ぱ
い
突
き
上
げ
た
。
磨
き
す
さ
れ
た
長
い
穂
先
は
、
肩
か
ら
上
へ
一
尺
ほ
ど
も
突
き
抜
け
た
と
い
う
。
　
一
入
が
ひ
と
捻
り
し
て
、
さ
っ
と
引
き
抜
く
と
、
間
髪
を
入
れ
ず
他
の
一
人
が
反
対
か
ら
同
様
に
突
き
上
げ
た
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
左
右
か
ら
三
十
回
も
突
き
上
げ
た
。
大
抵
の
囚
人
は
「
見
せ
槍
」
で
気
を
失
い
、
一
突
き
さ
れ
る
と
大
声
を
あ
げ
て
泣
き
喚
き
、
多
く
は
二
突
き
、
三
突
き
で
絶
命
し
た
。
し
か
し
非
人
は
そ
れ
に
構
わ
ず
、
三
十
回
ほ
ど
突
く
の
が
仕
来
り
で
あ
っ
た
。
　
（
中
略
）
　
さ
て
絶
命
し
た
と
見
る
や
検
視
与
力
の
合
図
に
よ
り
「
竜
睡
（
り
ゅ
う
た
）
」
と
い
う
三
爪
ま
た
は
二
爪
の
長
は
熊
手
を
持
っ
た
非
人
が
礫
柱
に
近
づ
き
、
が
っ
く
り
と
塗
っ
た
囚
人
の
髪
（
も
と
ど
り
）
に
熊
手
を
引
っ
掛
け
首
を
上
に
む
か
せ
た
。
そ
し
て
「
非
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
東
鯉
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
人
槍
」
を
持
っ
た
非
人
の
一
人
が
．
囚
人
の
咽
喉
を
右
か
ら
左
上
に
一
槍
さ
し
通
し
た
。
一
説
に
は
二
人
の
非
人
が
左
右
か
ら
同
時
　
に
囚
入
の
咽
喉
を
突
く
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
「
止
め
の
槍
」
と
い
っ
た
。
　
　
か
く
て
礫
刑
が
終
わ
る
と
．
そ
の
屍
体
は
柱
に
掛
け
た
ま
ま
．
捨
札
幟
と
と
も
に
三
日
二
夜
晒
し
て
置
く
こ
と
は
．
獄
門
と
同
じ
　
で
あ
っ
た
。
　
　
傑
刑
の
費
用
に
つ
い
て
は
．
幟
一
本
銀
二
匁
八
分
．
縦
六
尺
板
．
釘
添
木
共
銀
七
匁
五
分
二
厘
．
番
小
屋
一
ケ
所
銀
四
十
三
匁
二
　
分
五
厘
．
藷
薪
二
夜
分
七
十
把
七
匁
八
分
二
厘
と
な
っ
て
い
て
．
礫
柱
が
費
用
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
弾
左
衛
　
門
の
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
「
御
仕
置
物
一
件
御
役
」
と
し
て
．
無
料
で
勤
め
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
．
獄
門
晒
の
番
役
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
を
み
る
に
．
　
　
獄
門
台
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
．
莚
で
お
お
っ
た
番
小
屋
を
設
け
．
番
人
九
人
が
交
替
で
．
昼
夜
番
を
し
た
。
番
人
は
谷
の
　
者
六
人
と
非
人
三
入
で
獄
門
の
期
間
は
三
日
二
晩
と
定
め
ら
れ
．
夜
は
盛
ん
に
焚
火
し
て
守
っ
た
。
　
　
三
贋
間
に
晒
し
首
は
取
り
去
り
定
め
の
場
所
に
埋
め
た
が
．
　
「
捨
札
」
は
三
十
欝
間
そ
の
ま
ま
立
て
て
お
い
た
。
　
　
こ
れ
ら
獄
門
の
用
具
は
．
一
般
の
者
は
嫌
っ
て
作
ら
な
か
っ
た
の
で
．
す
べ
て
穣
多
頭
弾
左
衛
門
に
命
じ
、
そ
の
配
下
が
作
っ
て
　
牢
屋
敷
に
納
め
た
。
こ
れ
が
き
き
に
述
べ
た
「
御
仕
置
物
一
件
御
役
相
勤
候
事
」
の
一
つ
で
あ
る
。
　
　
こ
の
獄
門
に
当
時
ど
れ
程
の
費
用
を
要
し
た
か
と
い
う
に
、
沢
田
撫
松
氏
薯
「
変
態
刑
罰
史
」
に
よ
れ
ば
、
六
尺
の
縦
板
一
枚
釘
　
と
も
銀
七
匁
五
分
二
厘
．
獄
門
釘
二
本
（
晒
し
首
を
安
定
さ
せ
る
た
め
台
板
の
裏
か
ら
釘
二
本
を
打
ち
出
し
た
）
銀
一
匁
四
分
三
厘
．
　
「
か
す
が
い
」
十
本
銀
八
匁
四
分
五
厘
．
番
小
屋
一
ケ
所
銀
四
十
三
匁
二
分
二
厘
．
簿
薪
七
十
把
二
夜
分
七
匁
八
分
二
厘
．
紙
幟
代
　
銀
一
匁
、
計
銀
八
十
匁
八
分
二
厘
と
す
る
。
　
　
こ
れ
ら
の
費
用
は
穣
多
頭
弾
左
衛
門
に
下
げ
渡
さ
れ
た
が
、
な
お
弾
左
衛
門
の
負
担
し
た
も
の
に
蝋
燭
十
二
挺
代
銀
十
一
匁
八
分
、
　
醤
油
樽
一
個
（
夜
間
に
晒
し
首
を
蔽
し
た
も
の
）
銀
一
匁
、
計
十
二
匁
、
計
十
二
匁
八
分
が
あ
っ
た
。
　
　
し
か
も
小
屋
番
で
三
日
二
晩
勤
め
た
谷
の
者
（
穣
多
）
非
人
九
人
に
対
し
て
は
日
給
も
手
当
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
御
　
仕
置
御
役
」
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
記
述
の
う
ち
で
、
蠣
燭
の
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
弾
左
衛
門
の
支
配
地
で
は
、
専
売
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。
　
礫
刑
の
死
骸
は
、
こ
れ
ら
の
死
骸
の
、
捨
て
ら
れ
た
後
に
、
そ
れ
ら
の
行
刑
役
人
に
、
身
寄
り
の
も
の
が
、
頼
ん
で
内
密
で
持
ち
去
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
獄
門
首
の
場
合
は
、
首
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
案
外
、
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
二
十
一
回
猛
士
・
吉
田
寅
次
郎
（
松
陰
）
の
場
合
の
遺
骸
は
、
弟
子
た
ち
が
、
密
か
に
非
人
に
頼
ん
で
、
刑
場
か
ら
持
ち
出
し
、
現
在
の
世
田
谷
区
内
・
松
陰
神
社
境
内
に
仮
埋
葬
し
、
き
ら
に
、
現
在
の
由
口
県
萩
市
に
運
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
き
て
、
上
野
国
・
大
戸
関
所
近
辺
で
、
関
所
破
り
で
礫
刑
に
な
っ
た
国
定
忠
治
の
死
骸
を
埋
め
た
地
に
は
忠
治
地
蔵
が
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
遺
骸
・
遺
骨
を
も
ち
去
っ
た
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。
　
（
ホ
）
斬
刑
死
骸
の
行
方
と
行
刑
場
の
追
求
　
明
治
元
年
四
月
二
十
五
日
に
、
三
十
五
才
で
斬
刑
に
な
っ
た
近
藤
勇
は
、
捕
わ
れ
る
前
に
甲
陽
鎮
撫
隊
を
編
成
し
、
甲
州
街
道
を
西
に
向
っ
て
進
ん
だ
。
こ
の
甲
陽
鎮
撫
隊
の
総
員
数
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
っ
て
二
月
二
十
六
日
現
在
の
金
銭
出
入
帳
に
は
七
十
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
弾
左
衛
門
の
配
下
も
加
わ
っ
て
の
数
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
春
日
隊
三
十
余
名
そ
の
他
が
加
わ
　
　
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
ー
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
っ
て
百
五
．
六
十
名
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
。
　
と
に
か
く
．
勝
沼
の
柏
尾
の
戦
い
に
敗
れ
．
転
じ
て
流
山
を
経
て
．
板
橋
駅
．
官
軍
本
営
に
出
頭
し
．
近
藤
勇
で
あ
る
こ
と
が
見
破
ら
れ
捕
え
ら
れ
た
。
　
近
藤
勇
が
斬
に
処
せ
ら
れ
る
前
後
の
様
子
と
死
骸
の
行
方
を
今
川
徳
三
氏
の
「
近
藤
勇
」
　
（
昭
和
四
八
年
十
月
・
新
入
物
往
来
社
刊
）
に
よ
り
☆
追
ひ
て
み
よ
ラ
、
　
　
島
田
日
記
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
い
　
ぎ
お
　
　
二
十
五
檬
．
板
橋
駅
外
に
て
被
置
害
．
　
　
公
の
死
に
臨
む
時
．
顔
色
平
常
に
異
な
ら
ず
．
従
容
と
し
て
死
に
就
く
。
　
　
見
る
者
．
流
涙
し
て
惜
し
ま
ぎ
る
者
な
し
。
　
勇
．
時
に
三
十
五
才
で
あ
っ
た
。
　
　
板
橋
宿
平
尾
の
名
主
で
脇
本
陣
の
豊
田
市
右
衛
門
方
の
一
室
に
．
軟
禁
の
形
で
預
け
ら
れ
た
が
、
近
藤
は
こ
こ
で
訊
閥
き
れ
て
い
た
　
も
の
で
．
隊
士
の
日
記
に
謹
慎
を
言
い
渡
さ
れ
た
．
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
．
わ
り
と
自
由
な
生
活
で
あ
っ
た
。
　
　
処
刑
前
鷺
の
二
十
四
鷺
に
な
っ
て
．
石
山
家
に
移
き
れ
た
も
の
で
．
こ
の
石
山
家
の
出
で
あ
る
石
山
亀
二
き
ん
は
．
現
在
．
神
奈
川
　
県
相
模
原
市
淵
野
辺
に
住
ん
で
い
る
が
、
曽
祖
父
．
祖
父
、
父
と
三
代
に
わ
た
っ
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
当
時
の
模
様
を
伝
承
し
て
お
　
り
、
墓
地
が
改
築
さ
れ
た
際
に
．
勇
の
骨
を
拾
っ
た
一
人
で
も
あ
る
が
、
石
山
さ
ん
は
．
豊
田
家
か
ら
移
さ
れ
た
の
は
．
処
刑
場
が
近
　
か
っ
た
で
あ
ろ
う
．
と
い
っ
て
い
る
。
　
勇
が
処
刑
さ
れ
た
の
は
、
通
称
馬
捨
て
場
と
い
わ
れ
た
、
馬
の
死
体
や
病
馬
、
時
に
行
き
倒
れ
人
な
ど
も
埋
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
小
さ
な
馬
頭
観
世
音
が
あ
り
、
当
時
は
今
の
駅
前
の
広
場
か
ら
千
川
と
い
う
小
川
が
流
れ
て
き
て
、
罵
捨
て
場
の
ふ
ち
を
通
っ
て
い
た
。
そ
の
片
側
は
少
し
低
く
な
っ
て
い
て
、
櫟
林
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
そ
の
場
所
は
、
今
の
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
申
仙
道
に
寄
っ
た
辺
り
だ
そ
う
で
、
近
藤
の
処
刑
は
こ
の
櫟
林
の
中
で
行
な
わ
れ
、
首
は
焼
酎
漬
け
に
し
て
京
都
に
送
り
、
胴
体
は
馬
捨
て
場
の
一
角
の
穴
に
埋
め
た
．
の
だ
が
、
夕
方
に
な
っ
て
、
急
に
本
陣
か
ら
の
命
令
だ
と
い
っ
て
、
寿
徳
寺
、
石
山
、
豊
田
両
家
の
者
の
手
で
掘
り
出
さ
れ
て
、
石
山
家
の
庭
先
に
運
ば
れ
、
現
在
地
に
埋
め
直
さ
れ
た
。
こ
れ
は
近
藤
の
関
係
者
に
、
遺
体
が
持
ち
去
ら
れ
る
の
を
警
戒
し
て
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
の
ち
に
石
山
家
で
菩
提
寺
の
寿
徳
寺
の
和
尚
に
頼
ん
で
戒
名
を
、
　
勇
生
院
顕
光
放
運
居
士
　
と
つ
け
て
も
ら
っ
て
供
養
し
、
墓
石
も
建
て
て
や
っ
た
。
い
ま
残
っ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
明
治
の
末
に
同
所
を
そ
っ
く
り
寿
徳
寺
に
寄
贈
し
た
の
で
、
寿
徳
寺
の
管
理
に
な
っ
て
い
る
が
、
永
倉
が
墓
石
を
建
立
し
た
の
も
、
勇
の
骨
が
同
所
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
　
昭
和
四
年
に
な
っ
て
、
会
津
若
松
家
か
ら
勢
津
子
姫
が
秩
父
宮
家
に
輿
入
れ
と
決
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
藤
の
墓
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
墓
が
掘
り
起
さ
れ
た
の
だ
が
、
首
の
な
い
胴
体
だ
け
の
骨
が
出
て
来
て
、
腐
っ
た
着
物
の
一
部
が
、
骨
に
か
ら
み
つ
い
て
い
た
と
い
う
。
　
石
山
さ
ん
が
、
そ
れ
を
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
、
近
藤
は
首
を
刎
ね
ら
れ
た
後
、
着
衣
の
ま
ま
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
骨
は
大
き
な
　
　
近
世
・
碓
氷
関
所
除
け
・
山
越
え
科
人
と
行
刑
役
人
ー
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東
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七
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絡
）
壷
に
納
め
て
埋
め
直
さ
れ
た
。
　
一
般
に
法
規
・
法
慣
習
で
は
．
刑
死
人
の
死
骸
は
．
正
式
に
葬
儀
を
営
み
．
供
養
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
近
藤
勇
は
斬
首
き
れ
．
首
は
、
京
都
の
河
原
で
桑
首
さ
れ
た
が
．
何
者
か
に
盗
み
去
ら
れ
．
そ
の
首
の
行
方
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
近
藤
勇
の
処
刑
地
に
つ
い
て
は
．
板
橋
の
庚
申
塚
の
辺
と
も
な
っ
て
い
る
が
．
た
ま
た
ま
．
こ
う
し
た
聞
き
書
が
出
版
さ
れ
た
の
で
．
刑
死
体
の
行
方
を
追
っ
て
不
明
の
点
が
や
や
分
明
瓢
な
ウ
て
き
九
の
で
．
一
応
・
申
間
報
告
と
み
て
こ
こ
に
収
録
し
．
今
後
の
研
究
の
手
が
か
む
に
し
た
い
と
思
う
娘
　
注
（
i
）
　
箱
根
関
所
研
究
会
編
讐
東
海
遠
箱
根
関
所
史
料
集
土
ご
　
（
昭
和
欝
八
年
三
月
・
吉
川
弘
文
館
刊
）
・
鶏
～
八
ー
四
　
二
頁
参
照
。
（
2
）
　
疑
書
・
四
二
二
ー
三
頁
参
照
、
（
3
）
、
（
鑑
）
　
司
法
省
版
・
石
井
良
助
校
訂
「
徳
川
禁
令
考
・
後
集
第
一
丁
巻
十
こ
　
（
創
文
社
刊
）
二
一
五
頁
参
照
。
（
5
）
　
前
揚
・
箱
根
関
所
史
料
集
・
四
二
六
…
七
頁
参
照
。
（
6
）
　
「
天
保
風
説
見
聞
秘
録
」
　
（
「
未
刊
随
筆
百
種
・
第
九
巻
し
・
収
）
。
近
藤
恒
次
コ
果
海
道
新
贋
関
所
の
研
究
」
昭
和
四
閥
年
・
五
月
・
橋
良
　
　
文
庫
刊
）
・
二
九
八
頁
・
引
矯
。
（
7
）
．
（
8
）
　
「
東
海
道
・
新
居
宿
書
上
帳
」
。
近
藤
・
前
掲
書
・
三
〇
五
頁
参
照
。
（
9
）
（
⑳
）
（
n
）
（
鴛
）
（
B
）
前
書
・
三
〇
六
…
七
頁
。
前
書
・
三
〇
七
頁
。
布
施
弥
平
治
「
日
本
死
刑
吏
」
　
（
昭
和
八
年
五
月
・
日
本
書
院
刑
）
・
二
二
九
！
一
四
七
頁
。
石
井
良
助
「
江
戸
の
刑
罰
」
　
（
昭
和
三
九
年
二
月
・
申
央
公
論
社
刊
・
申
公
新
書
二
一
三
）
・
閥
九
ー
五
六
頁
。
荒
井
貢
次
郎
「
甲
斐
・
武
蔵
国
の
近
世
賎
民
管
轄
」
　
（
昭
和
四
六
年
九
月
・
欝
本
大
学
法
学
会
「
法
制
史
学
の
諸
問
題
…
布
施
弥
平
治
博
士
古
　
　
稀
記
念
論
文
集
i
」
・
巌
南
堂
書
店
刊
・
収
）
・
一
九
一
－
四
頁
。
（
蟄
）
　
「
東
海
道
箱
根
関
所
史
料
集
二
こ
・
四
二
七
頁
。
（
お
）
　
高
柳
金
芳
「
江
戸
時
代
・
非
人
の
生
活
」
　
（
昭
和
四
六
年
一
月
・
雄
山
閣
刊
）
二
六
二
ー
六
頁
。
（
絡
）
　
今
川
徳
三
「
近
藤
勇
」
　
（
昭
和
四
八
年
十
月
・
新
人
物
往
来
社
刊
）
・
二
一
六
二
些
二
頁
。
〔
追
加
参
考
資
料
〕
　
司
法
資
料
・
第
二
七
三
号
・
昭
和
一
七
年
一
月
・
司
法
省
調
査
課
刊
・
「
徳
川
時
代
裁
判
事
例
・
続
刑
事
ノ
部
」
収
録
の
嘉
永
　
　
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
二
月
十
六
日
・
国
定
町
・
無
宿
・
忠
次
郎
礫
の
件
（
五
八
九
…
五
九
一
頁
）
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
二
月
五
日
・
　
　
越
後
国
頚
城
郡
高
田
寺
町
・
曹
洞
宗
妙
照
寺
・
祖
海
、
無
宿
・
嘉
兵
衛
・
事
・
五
兵
衛
の
両
人
礫
の
件
（
五
七
九
…
五
八
一
頁
）
。
双
川
喜
文
「
江
　
　
戸
幕
府
法
と
裁
判
か
ら
み
た
関
所
の
本
質
」
　
（
日
本
歴
史
学
会
「
日
本
歴
史
」
・
第
二
七
一
号
・
五
八
…
六
六
頁
）
。
渡
辺
和
敏
「
江
戸
幕
府
の
　
　
関
所
制
度
の
確
立
と
機
能
」
　
（
「
臼
本
歴
史
」
・
第
三
〇
九
号
・
二
八
－
四
四
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
本
稿
未
完
ー
七
一
